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「景気動向指数」における 

中小企業庁の「規模別製造工業生産指数」公表休止への対応について 

 

平成 29年 2月７日 

内閣府経済社会総合研究所 

景気統計部 

 

「景気動向指数」においては、中小企業庁の「規模別製造工業生産指数」から「中

小企業出荷指数（製造業）」を一致指数採用系列に用いているところ、同統計が平

成 28 年 12 月分確報をもって休止となることを受けて、景気動向指数研究会委員

の意見を踏まえて検討した結果、以下のとおり、一致指数採用系列を、「中小企業

出荷指数（製造業）」を除いた９系列とする。 

なお、９系列によるＣＩ一致指数について、景気の山・谷への対応性や足元の動

きなどに関するパフォーマンスをみると、現行指数と同程度となる（参考１参照）。 

 

１．変更事項 

 

【変更前】 

「景気動向指数」一致指数については以下の 10系列を用いて算出。 

C1 生産指数（鉱工業） C6 商業販売額（小売業）（前年同月比） 

C2 鉱工業用生産財出荷指数 C7 商業販売額（卸売業）（前年同月比） 

C3 耐久消費財出荷指数 C8 営業利益（全産業） 

C4 所定外労働時間指数（調査産業計） C9 中小企業出荷指数（製造業） 

C5 投資財出荷指数（除輸送機械） C10有効求人倍率（除学卒） 
 

【変更後】 

上記 10 系列から C9「中小企業出荷指数（製造業）」を除外、9 系列とする。 

 

２．変更時期 

 

平成 29年 1月分速報（平成 29年 3月 8日（水）公表）より変更。 

 

以上 
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＜参考１＞ＣＩ一致指数 現行指数との比較 

 

 

 

＜参考２＞景気動向指数研究会委員（座長以外五十音順） 

 

 座長 吉川 洋 立正大学経済学部教授  

 刈屋武昭 城西国際大学特任教授  

 小峰隆夫 法政大学大学院 政策創造研究科教授 

 嶋中雄二 三菱 UFJモルガン・スタンレー証券（株）参与  

景気循環研究所長 

 櫨 浩一 株式会社ニッセイ基礎研究所専務理事 

 福田慎一 東京大学大学院 経済学研究科教授 

 美添泰人 青山学院大学 経営学部プロジェクト教授 
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中小企業出荷指数を除いた場合のＣＩ一致指数

(2010年=100)

（注）シャドー部分は景気後退期を示す。 


